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あの雲の向こうに
　５月21日、清和高原天文台で行われた金環日食
の観測会。しかし、当日の天文台上空は曇り空。
　　　　次回、熊本での観測は約300年後という、
　　　　　　奇跡の瞬間は見ることができたので
　　　　　　　 しょうか？（５ページに関連記事）
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　５月21日、清和高原天文台で行われた金環日食
の観測会。しかし、当日の天文台上空は曇り空。
　　　　次回、熊本での観測は約300年後という、
　　　　　　奇跡の瞬間は見ることができたので
　　　　　　　 しょうか？（５ページに関連記事）
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山
都
町
は
、
今
年
も
平
穏
な
初

夏
を
迎
え
ま
し
た
。
瑞
々
し
く
、

変
化
に
富
ん
だ
、
多
彩
な
緑
が
光

輝
き
ま
す
。
高
原
公
園
都
市
と
し

て
誇
る
べ
き
景
観
が
、
日
々
の
気

持
ち
を
豊
か
で
の
び
や
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。水
利
が
心
配
で
す
が
、

早
苗
が
圃
場
を
埋
め
つ
く
し
て
い

ま
す
。
秋
の
黄
金
の
稔
り
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
高
橋
守
雄
氏
の
お
孫
さ

ん
に
会
い
ま
し
た
。
守
雄
氏
は
浜

町
出
身
で
、
郷
関
を
後
に
し
て
大

変
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
市
長
時
代
に
は
、
上
下
水

道
事
業
や
市
電
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
人
で
あ
り
、
そ
の
功
績

を
称
え
た
高
橋
公
園
は
厩
橋
近
く

に
あ
り
ま
す
。官
選
知
事
と
し
て
、

滋
賀
、
長
野
、
兵
庫
の
３
県
知
事

を
歴
任
、
昭
和
６
年
か
ら
約
４
年

警
視
総
監
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
熊
本
に
帰
り
、
熊
本
学
園
大

学
の
前
身
、
熊
本
商
科
大
学
の
初

代
学
長
を
務
め
る
な
ど
、
瞠
目
す

べ
き
縦
横
無
尽
の
活
躍
の
足
跡
を

残
し
て
い
ま
す
。
氏
の
祖
先
は
、

明
智
光
秀
に
届
く
と
の
話
し
を
お

孫
さ
ん
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
先
祖

の
墓
が
今
も
下
市
に
あ
る
と
の
こ

と
で
、
一
度
訪
ね
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

山
都
町
の
豊
か
な
歴
史
に
想
い

を
馳
せ
ま
し
た
。
阿
蘇
家
第
91
代

当
主
は
、
先
日
他
界
さ
れ
ま
し
た

が
、
中
世
時
代
、
矢
部
を
居
館
と

す
る
豪
族
と
し
て
、
肥
後
平
定
を

目
論
み
、
地
方
で
あ
り
な
が
ら
中

央
に
ま
で
そ
の
力
が
評
価
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
も
驚
き
ま
す
。

　

現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ
で

平
清
盛
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
家
の
落
人
伝
説
は
、
川
の

口
の
伝
安
徳
天
皇
陵
、
内
大
臣
の

重
盛
神
社
、
牧
野
の
京
の
上
臈
な

ど
、多
く
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

日
向
往
環
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
の
沿

線
に
あ
る
「
虎
御
前
」
は
小
峰

の
学
校
跡
地
で
す
が
、
仇
討
ち
で

有
名
な
曽
我
兄
弟
に
思
い
を
寄
せ

た
女
性
縁
の
地
で
あ
る
と
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
蘇
陽
の
玉
目
地
区
に

は
、
加
藤
清
正
の
側
室
の
父
、
玉

目
丹
波
守
の
子
孫
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
加
藤
家
の
お
家
再
興
に

も
絡
ん
だ
と
聞
き
ま
す
。
西
郷
隆

盛
は
、
西
南
戦
争
敗
走
途
上
、
矢

部
清
和
に
宿
泊
し
た
と
の
事
実
も

あ
り
、
改
め
て
町
の
昔
日
の
こ
う

し
た
歴
史
を
思
い
起
こ
し
、
地
方

で
あ
り
な
が
ら
も
存
在
感
の
濃
い

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
覚
え
ま
す
。

町
長
室
か
ら

甲
斐
利
幸

　

10
月
19
日
、
20
日
に
山
都

町
で
開
催
さ
れ
る
全
国
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
。
山
都
町
に
は
、

全
国
棚
田
１
０
０
選
に
選
ば

れ
て
い
る
棚
田
が
２
カ
所
あ

り
ま
す
。
菅
棚
田
と
峰
棚
田

で
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
２
月
、

通
潤
橋
と
白
糸
台
地
全
域
が
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
重

要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
、
農
の
伝
統
に
よ

り
守
ら
れ
て
き
た
棚
田
の
景

観
で
す
。
全
国
的
に
評
価
さ

れ
て
い
る
棚
田
の
景
観
が
こ

の
山
都
町
に
は
３
カ
所
も
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
全
国
に
誇
る
こ
の

棚
田
景
観
を
参
加
者
に
実
際

に
見
て
も
ら
い
ま
す
。
中
央

体
育
館
で
の
講
演
や
４
つ
の

分
科
会
の
ほ
か
、
３
カ
所
の

棚
田
を
体
感
す
る
現
地
見
学

会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
向
け
、
現
在
、
菅
地
区
、

峰
地
区
、
そ
し
て
白
糸
第
一

地
区
で
は
、案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
な
ど
、
お
も
て
な
し

の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

白糸台地の棚田

峰の棚田

菅の棚田

全国全国
棚田サミット棚田サミットまでまで
　　　　あと　　　　あと44 ヶ月ヶ月

☆
交
際
中
で
す
☆

　

現
在
、交
際
中
の
カ
ッ
プ
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
私
た
ち
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！
☆

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
61

そ
の
30

　

前
号
で
お
伝
え
し
た
通
潤
用
水
に
生
息
す
る
「
シ
ビ
ン
タ
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
お
話
し
し

た
い
。
シ
ビ
ン
タ
と
い
う
の
は
淡
水
魚
の
タ
ナ
ゴ
の
仲
間
の
地
方
名
で
、
山
都
町
に
生
息
し
て
い
る
の
は

ア
ブ
ラ
ボ
テ
と
い
う
種
類
で
あ
る
。

　

私
の
幼
い
頃
は
、
シ
ビ
ン
タ
は
五
老
ケ
滝
川
の
数
カ
所
で
生
息
し
て
お
り
、
魚
釣
り
を
す
る
と
特
定
の

場
所
で
よ
く
釣
れ
て
い
た
が
、
食
べ
て
も
お
い
し
く
な
い
の
で
逃
が
し
て
い
た
思
い
出
が
あ
る
。
現
在
、

シ
ビ
ン
タ
が
生
息
し
て
い
る
の
は
通
潤
用
水
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
の
か
。

　

通
潤
用
水
の
下
井
手
用
水
路
は
、
通
潤
橋
か
ら
50
ｍ
程
上
流
の
五
老
ケ
滝
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
の
で
、

か
つ
て
シ
ビ
ン
タ
は
川
か
ら
用
水
路
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
通
潤
用
水
に
だ
け
シ
ビ
ン

タ
が
生
き
残
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
シ
ビ
ン
タ
の
不
思
議
な
生
態
の
秘
密
が
あ
る
。

　

シ
ビ
ン
タ
の
繁
殖
に
は
淡
水
の
二
枚
貝
が
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
シ
ビ
ン
タ
の
メ
ス
は
、
長
く

伸
び
た
産
卵
管
を
、
貝
の
出
水
管
に
差
し
込
ん
で
産
卵
す
る
。
そ
の
時
オ
ス
は
貝
の
入
水
管
に
放
精
す
る
。

産
卵
さ
れ
た
卵
は
二
枚
貝
の
エ
ラ
の
中
で
孵
化
す
る
。
泳
ぐ
力
が
つ
い
た
頃
、
稚
魚
は
貝
か
ら
外
に
出
て

群
れ
を
つ
く
り
、
水
草
の
間
に
潜
ん
で
成
長
し
て
い
く
。

　

通
潤
用
水
で
は
、
シ
ビ
ン
タ
の
産
卵
母
貝
と
し
て
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
シ
ビ
ン
タ
が

下
井
手
用
水
路
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

な
の
だ
。
さ
ら
に
、
え
さ
と
な
る
生
き
も
の
な
ど
、
つ
な
が
り
あ
う
生
き
も
の
た
ち
が
生
息
で
き
る
自
然

環
境
が
整
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
シ
ビ
ン
タ
は
通
潤
用
水
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
シ
ビ
ン
タ
（
ア
ブ
ラ
ボ
テ
）
だ
が
、
ふ
つ
う
は
平
地

の
川
や
用
水
路
に
生
息
し
て
い
る
。
山
都
町
の
よ
う
な
標
高
の
高
い
地
域
に
生
息
し
て
い
る
の
は
極
め
て

稀
で
あ
る
。
山
都
町
の
自
然
の
豊
か
さ
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
に
な
り
そ
う
だ
。

平成 21年・通潤用水での「シビンタ観察会」

五老ケ滝川から下井手用水への取水口

確認できたシビンタのメスの成魚

交際期間：６ヶ月交際期間：６ヶ月

男性Ｋさん男性Ｋさん
（38歳）（38歳）

女性Ｌさん女性Ｌさん
（32歳）（32歳）

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
成
瀬
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

質
問

①
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

②
初
め
て
参
加
し
た
時
の
感
想
は
？

③
お
互
い
の
第
一
印
象
は
？

④
現
在
の
心
境
は
？

⑤
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
独
身
者
（
男
性
・
女
性
）

へ
ひ
と
言

①
運
命
の
女
性
に
出
会
う
為
に
自
ら
参
加
し
ま
し
た
。

②
男
性
の
積
極
性
が
足
り
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

③
こ
の
人
に
決
め
た
！
こ
の
人
し
か
い
な
い
！

④
こ
の
人
を
逃
し
た
ら
も
う
出
会
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
年
齢
が
離
れ
て
い
る
分
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

⑤
最
初
は
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

次
回
参
加
す
る
時
の
課
題
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
誠
意
を
持
っ
て
女
性
に
接
し
て

く
だ
さ
い
。

①
山
都
町
に
出
会
い
を
求
め
ま
し
た
。

②
も
の
す
ご
く
緊
張
し
て
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド

キ
・
・
・
そ
し
て
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

③
見
た
感
じ
す
ご
く
怖
か
っ
た
け
ど
話
し
て
い
る

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
「
こ
の
人
思
い
や
り
の
あ

る
人
」
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

④
Ｋ
さ
ん
に
出
会
え
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
毎
日

が
幸
せ
で
す
。

⑤
出
会
う
場
所
や
機
会
が
少
な
い
の
で
、
ど
ん
ど

ん
色
ん
な
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん
恋

愛
や
失
恋
を
す
れ
ば
、
き
っ
と
必
ず
い
い
人
に

巡
り
合
え
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
で
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
参
加
者
の
真
剣

な
取
り
組
み
で
、
い
ま
ま

で
「
23
組
」
の
ご
夫
婦
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

他
の
市
町
村
で
も
結
婚
対
策
事
業
を
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
順
調
と
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
山
都
町
に
は
「
こ
の
町
に
来
た
い
・
住
み

た
い
」
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
内
の
女
性
も
大
歓
迎
で
す
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
つ
く
づ
く
と
思
う
こ
と
は
、
人
の
出
会
い
は
、

ど
こ
に
あ
り
、
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
参
加
さ
れ
て
、
す
ぐ
に
出
会
う
こ
と
も

あ
れ
ば
、
数
回
の
交
流
会
を
重
ね
て
出
会
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
ま
で
に
は
多
く
の
不
安
が
頭
を

よ
ぎ
る
で
し
ょ
う
が
、
最
初
の
一
歩
が
重
要
で
す
。
目

的
は
み
な
さ
ん
同
じ
で
す
。　

私
た
ち
も
、
参
加
者
の

方
々
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
一
生
懸
命
お
手
伝
い

し
ま
す
。
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

吉田　　　　成瀬吉田　　　　成瀬
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矢部高校日本拳法部　全国へ
県高校総合体育大会で優勝　２連覇

髙岡健悟くん・村上芳樹くん（高森高陸上部）
４×400ｍリレーで総体６位入賞

　６月１日から４日にかけて県民総合運動公園陸上競技場
で行われた、県高校総体陸上競技選手権で、高森高陸上部
が４× 400 ｍで６位入賞を果たしました（タイムは３分
20 秒 48）。このリレーに、村上芳樹くん（郷野原）と髙岡
健悟くん（滝上）が第３走者と第４走者で出場し、入賞に
大きく貢献しました。
　高森高校は、６月 14 日に宮崎市で開催された南九州大
会に県代表として出場しました。６位入賞すればインター
ハイ出場でしたが、0.3 秒差で７位となり、インターハイ
出場はなりませんでした。

　６月 17 日、県免許センターで開催された二輪車
安全運転熊本大会で、矢部高校二輪車競技部と矢
部ツーリングクラブ（田中秀穂会長）で結成され
たチームが、今年も圧倒的な技術の差を見せて優
勝。個人成績でも、輝かしい成績を残しました。
　この結果を受け、高校生クラス優勝の有働哲也
さんと、一般Ｂクラス優勝の本田和幸さんが、８
月４日から三重県の鈴鹿サーキットで行われる全
国大会に県の代表として出場します。

髙岡健悟くん（左）と村上芳樹くん（右）

有働哲也さん
本田和幸さん

成績（町関係・敬称略）
団体　優勝　山都Ａ
個人　高校生クラス　優勝　有働哲也　２位　西　真人　　女性クラス　３位　山田朋代
　　　一般Ａ（普通二輪）　３位　村上恭介　　　　　　　　一般Ｂ（大型二輪）　優勝　本田和幸

今年も山都町が優勝 二輪車安全運転熊本大会

　６月２日から３日にかけて、熊本武道館で行われた県高校総体日本拳法大会で、今年も矢部高校が団
体戦で優勝、２連覇を果たしました。個人戦では、西山文哉くんが優勝、下竹拓也くんが２位に入り、
矢部高が上位を独占、個人戦に出場した５人全員が全国大会への切符を手にしました。
　日本拳法部はすべて２年生。３月に行われた全国選抜大会ではベスト８に入り、調子は上向きでした。
しかし、部員６人のうち２人が大会直前にケガをするという苦しい状況でした。「戦力的に厳しいと感
じていたが、この苦しい状況が部員の気持ちをひとつにして、勝ち抜いたと感じています。」と部を率
いる濵雄大監督は話しました。
　部員は今、８月４日から愛媛県で開催される全国大会に向け練習を重ねています。主将の小田亮太く
んは「（総体は）チーム一丸となり勝つことができた。全国大会となると雰囲気も変わり、レベルも格
段に上がるので、練習をしっかりやって、先輩が残した成績（全国大会３位）を超えたい。」と燃えて
います。

　この世紀の天文ショーを前に清和小学校で
は、５月 14 日、特別授業が行われました。
　講師は清和高原天文台の折尾台長と甲斐さ
ん。４年生から６年生 38 人に、地球と太陽の
距離が、地球と月の距離の 400 倍もあることに
よって起こる現象であることや、日食によって
気温が下がることなど、金環日食の起こる仕組
みなどをボールや模型などを使ってわかりやす
く解説しまし
た。その後、簡
易プラネタリウ
ムが体育館ス
テージに設けら
れ、夜空の星に
ついて講義が行
われました。

　５月 21 日、月が
太陽を覆う「金環
日食」が全国各地
で観測され、熊本
県では 163 年ぶり
の観測となる金環
日食が県南地方で
観測されました。山都町は、金環日食ではありま
せんが、それでも太陽の 90％以上を月が覆う部
分日食が観測できる予想でした。
　清和高原天文台では、21 日早朝から観測会を
開催。県内各地から多くの方が参加してその瞬間
を待ちました。
　ところが、午前７時の清和高原天文台上空には
灰色の雲。日食の観測に暗雲が立ちこめます。す
でに日食が始まっている時間。なかなか雲から顔
を出さない太陽と月。参加者の中には、あきらめ
て会場を後にする方も・・・。
　しかし、食の最大を迎える７時 25 分頃、空が
徐々に明るくなりはじめました。そして、薄雲の
向こうに、月にその大部分を覆われた太陽がその
姿を現しました。このときを待ち続けた会場は、
歓声であふれました。その後も太陽は、まるでじ
らすように、雲の切れ間から時おりその姿を現し
ました。
　次回、熊本でこの金環日食が観測できるのは、
2312 年（300 年後）だそうです。

熊本では１６３年ぶり
宇宙の奇跡
　　金環日食

清和高原天文台の出前講座

雲の切れ間から姿を現した日食に歓声をあげる参加者。このあと一斉に日食グ
ラスを目に当ててじっくり観察していました。

清和高原天文台から見た日食（午前７時
３０分ころ）。
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　町内の美しい景観が汚されています。
　ポイ捨てや不法投棄が後を絶たず、町内を流れ
る清らかな河川への不法投棄も数多く報告されて
います。
　ペットボトルや缶類などはもとより、生ゴミな
ども腐敗により水質を悪くします。
　ポイ捨てなど不法投棄が及ぼす影響は町内だけ
ではなく、河川の下流域においても被害は甚大です。水質は悪くなり、不法投棄ゴミは大量に流
れ着き、地域住民の手作業による大掛かりな清掃作業を余儀なくされています。
　さらに、河川流域に生息する動植物に影響を及ぼし、農林漁業や下流域で予定される高潮堤防
工事にも支障がでます。

（緑川下流に流れ着いたゴミと、それを手作業で拾われている下流域住民の方々：写真提供国土交通省緑川下流出張所）

　河川の上流域に位置する山都町民一人ひとりがモラルを持ち、不法投棄のゴミなどで下流域に悪
影響を及ぼすことがないよう、ゴミを捨てない、捨てさせない心がけとマナーを持ってください。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

［美しいまちづくり推進員］
　住民・事業者・土地などの占有者・町が一体となって、環境美化に努めることにより、山都町
の自然環境を守り、清潔で美しいまちづくりを一層進めるため、平成１８年１２月に「山都町美
しいまちづくり条例」を制定しています。
　この条例に基づき、自治振興区ごとに美しいまちづくり推進員を選出しています。推進員は、河
川の環境の監視、廃棄物の不法投棄及びポイ捨ての監視、環境保全に関する広報や啓発活動の協
力などを行っています。

自治振興区名 氏　　名 自治振興区名 氏　　名
御岳振興会 藤山　　淳 浜Ａ自治振興会 松岡　昭二
御岳西部自治振興会 後藤　淳平 清和中部自治振興区 山村　泰之
白糸第一自治振興会 西田　興誠 朝日自治振興区 戸髙　義治
菅地域振興会 山村　清光 小峰自治振興区 倉岡　正剛
白三校区自治振興区 辰本　清音 緑川・木原谷自治振興区 堀　　一誠
下矢部東部自治振興会 坂本　達矢 馬見原自治振興区 平山　洋一
下矢部西部自治振興区 渡邊　孝全 大野自治振興区 栗屋　正博
中島西部自治振興区 坂本　　潮 菅尾自治振興区 江藤　節生
中島東部自治振興会 井手　修二 花上自治振興区 甲斐　孝男
島木自治振興会 嶋村　繁昭 二瀬本自治振興区 後藤　眞弓
下名連石自治振興会 荒木　　貢 橘地区自治振興区 有働　哲文
御所自治振興区 伴　　克己 東竹原自治振興区 甲斐　鉄志
浜町C地区自治振興会 中原　秀行 長谷自治振興区 後藤　勝男
浜町B自治振興区 岩見　　兼 上差尾自治振興区 工藤　則隆

保健センターだより VVol.l.12Vol.12
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で
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っ
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と
き
は
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の
先
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ま
で
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健
診
受
診
率
の
向
上
に
向
け
ガ
ン
バ
ロ
ー

赤
ち
ゃ
ん
の
う
ん
ち
の
色
を
よ
く
見
て
！

やめて！ポイ捨てやめて！ポイ捨て
不法投棄不法投棄

緑川水系に不法投棄された、大量のダイコンの葉や
レジ袋など
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「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～蘇陽病院基本理念～

　リハビリテーション科　　浅田　克彦

腰痛　その２（腰痛体操）　　　
家庭でできる家庭でできる
リハビリリハビリ

家庭でできる
リハビリ

特 集特 集特 集

蘇陽病院蘇陽病院だより蘇陽病院だより

　今回は家庭で出来る腰痛予防として、「腰痛体操」についてお話しします。
腰痛体操は、筋力増強訓練とストレッチングからなります。筋力増強訓練は、
体（体幹）の筋肉の力を強くし、背骨（脊柱）の安定性を高めることを目的

とします。またストレッチングは体を柔らかくして故障を予防し、運動や日常の疲れをとるための体操です。
いくつかの体操をここでご紹介します。

１. 腹筋を鍛える運動（写真１）
　　仰向けで両膝を曲げて両腕を前方に上げる。その姿勢から息を吐く
と同時に顎をひき、肩が床から離れるまで起き上がり、この状態で７
つ数えてもとに戻る。（これを 10 回繰り返す）

２. 背筋を鍛える運動（写真２）
　　うつ伏せでお腹の下に枕を入れ、腰が多少丸くなるような姿勢にな
る。そこから右手を頭の上に上げると同時に、左足も膝を伸ばして持
ち上げる。息を吐き出しながら行い、７つ数える。反対側も同様に行う。
（左右各５回繰り返す）
　※手と足を同時に上げるのが難しい人は、手を上げずに足だけ上げるよう
にしましょう。

３. ハムストリングス（大腿裏側の筋肉）のストレッチ（写真３）
　　膝を伸ばした状態で座り、両腕を足先のほうへゆっくりと伸ばしな
がら上体を前へ傾けていく。この状態を 20 秒間保つ。（これを３回繰
り返す）

４. 背筋のストレッチ（写真４）
　　仰向けで、ゆっくりと両膝を脇へ入れるように抱える。この状態を
20 秒保つ。（これを３回繰り返す）

※腰痛体操の注意点
　　決して無理をしないようにしましょう。毎日少しずつ、自分に合ったペースで続けてくださ
い。無理に伸ばしたり反動をつけて行わないようにしてください。腰痛の種類によっては、今
回ここでご紹介しているものが、逆効果になる場合もあります。現在治療中の方や痛みがある
方の場合、痛みがひどくなることも考えられますので、必ず医師の指示に従ってください。ま
た行ってみて痛みが増すようであれば直ちに中止し、医師にご相談ください。
　　次回は、日常生活での注意点についてお話しします。

医師　末綱　靖

第４４集
タバコの害 ～COPDは“たばこ病！”～　

知って得する
健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集

ＣＯＰＤはたばこ病

症　状

治　療

　ＣＯＰＤの主な症状は長引く咳、たん、ちょっ
とした動きで起こる息切れなどです。ＣＯＰＤの
主な原因はたばこです。大量にたばこを吸って来
た人に多く、患者の８割以上は喫煙者です。別名『た
ばこ病』とも言われます。高齢になってから禁煙
しても、若い時に毎日 20 本× 20 年間喫煙してい
た人はＣＯＰＤの危険性が高くなります。ＣＯＰ

Ｄは男女どちらもかかる可能性があります。喫煙
者全員がＣＯＰＤになるわけではなく遺伝的な要
素も関係しています。しかし検査で「将来ＣＯＰ
Ｄにかかるかどうか」を調べる事は出来ません。「自
分はたばこを吸ってもＣＯＰＤにならない」、「なっ
ても構わない」と思い、長年喫煙を続けていると
年をとってから後悔することになるでしょう。

　ＣＯＰＤは、ひどい痛みがあるわけでもなく、
異変に気付きにくい病気です。初期症状は、風邪
の咳が長引いているように感じます。そのうち治
るだろうと放置していると、階段を上がるときに
息切れを起こします。やがて、毎日咳やたんが出
るようになり、平坦な道を歩いても息切れを起こ
すようになります。トイレや入浴などでも呼吸が
苦しくなり、病気の進行と共に日常生活がかなり
制限されます。また、インフルエンザや肺炎にも
かかりやすくなります。自力で酸素を取り込む事
が出来なくなるので、24 時間、酸素ボンベから酸

素を吸入しなければなりません。ＣＯＰＤを含め
た呼吸器系の疾患は動くと呼吸が苦しいため、日
中に体をあまり動かさず座ってばかりの生活を続
けてさらに病気が悪化するという悪循環が生まれ
ます。病気そのものを治癒させる方法は現時点で
見つかっていません。

　ＣＯＰＤの治療は、進行の予防・運動能力の改
善・合併症の予防を目的としています。そして少
しでも健康的な生活を送れるように日常生活の改
善をします。ＣＯＰＤ患者の大半は長年喫煙して
いた人です。たばこを吸っている限り呼吸器に悪
影響を与え続けるので、ＣＯＰＤの治療はまず禁
煙が大事です。たばこが引き起こすのは肺や呼吸
器の病気だけではありません。血圧上昇、動脈硬化、
心筋梗塞、消化器の疾患、その他さまざまな病気
のリスクが高まります。たばこを吸っている人だ

けでなく、受動喫煙により周りの人にも悪影響を
与えます。「人に迷惑をかけているわけでもないの
に、たばこを吸っている人を非難するのはおかし
い」と言う人もいます。しかし、たばこが要因で
病気になれば健康保険で病院にかかり、国の医療
費を使います。保険を適用しても高額な医療費が
かかります。経済的な面だけでなくＣＯＰＤにか
かると不便な生活を余儀なくされ、将来苦しむの
は喫煙者本人であり、ＣＯＰＤになってから後悔
しても肺は元に戻りません。

正常な肺細胞 破壊された肺細胞

写真１

写真２

写真３

写真４

　ＣＯＰＤ　（Chronic Obstructive Pulmonary Disease）という言
葉を聞いたことがありますか？日本語で慢性閉塞性肺疾患と呼ばれます。気管支や肺に炎症が起きて、呼吸が
しにくくなる病気を総称してＣＯＰＤと呼びます。「肺気腫」という病名で診断されることもありますが、気管
支炎などの複数の病気を併発していることもあります。ＣＯＰＤは一種の生活習慣病とも言われています。
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山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

じてんしゃと　いつもともだち　ヘルメット（蘇陽小１年　工藤那月）
むねにある　ブレーキふんで　お父さん（蘇陽小４年　鍋島優奈）

（山都地区交通安全協会主催）

（学校名・学年は当時）

平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品平成２３年度交通安全標語コンクール　入選作品

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。

農機具リサイクルのおしらせ農機具リサイクルのおしらせ
　農業委員会では、農機具のリサイクルを推進してい
ます。購入を希望される方はご連絡ください。

※なお、購入と価格については出品者と直接、交渉を
　していただくことになります。

問い合わせ先　山都町農業委員会事務局
　　　　　　　蘇陽総合支所（代）８３－１１１１
　　　　　　　白糸事務所（直）７２－１１５６

　国民年金は、20 歳以上 60 歳未満のすべての人が加入します。

　そのときどきの手続きを忘れると、将来受け取る年金が減ったり、受けられなかったりする場合があ
ります。届け出は必ず行いましょう。

　保険料を未納のままにしておくと、老後の年金だけでなく、万一のときの年金も受けられない場合が
あります。
　保険料の納付に困ったときは、免除制度や学生納付特例制度がありますので、ご相談ください。

問い合わせ先　役場　健康福祉課　国保年金係　（７２―１１７３）

子どもたちの健やかな成長を願って子どもたちの健やかな成長を願って

国民年金の届け出・手続きは忘れずに国民年金の届け出・手続きは忘れずに

坂田雅治氏、県会長就任

　５月 24 日熊本市で開催された、熊本県少年警察ボランティア連絡協
議会総会において、山都地区少年警察ボランティア連絡協議会（坂田雅
治会長ほか 21 人）が団体表彰を受賞されました。同協議会は、子ども
達と地域のふれあい活動等を通した少年の非行防止活動に取り組まれて
おり、同協議会の長年にわたる活動が讃えられ、今回の表彰となりまし
た。少年の非行防止のみならず犯罪や交通事故のない街づくりには、家
庭や職場、そして地域における「強い絆（きずな）」が必要です。皆様
のご協力をお願いします。

　５月 24 日、山都地区少年警察ボランティア
連絡協議会会長の坂田雅治氏が県の同協議会会
長に就任されました。坂田氏は山都地区に同団
体が設立された昭和 39 年当初から少年の健全
育成に尽力されており、山都地区から県の会長
に就任されたのは初めてのことです。

　少年の健全育成を目的として
様々な支援活動を行います。少
年補導員、少年指導委員、少年
サポーター、サイバー少年補導
員の４種類があり、県内で約900
人の方が活動されています。

子ども達との触れあい活動
（昨年９月 11日、金内公民館にて）

少年警察ボランティアって？

山都町観光案内所

    ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ ７月ギャラリーのご案内 ～
「山都町写真コンテスト

入賞作品展」
７月１日（日）～７月31日（火）
　2012 年の山都町写真コンテスト
の入賞作品 25 点を展示します。町
内の自然や史跡、街並みなどを、美
しく切り取った作品ばかりです。ぜ
ひ、ご覧ください。

番号 機　　　種 年式及び使用年数 出品価格 台数
1 背負い式噴霧器 10年以上 無　償 1
2 小 米 取 り 機 1回のみ 1万5,000円 1
3 コ ン バ イ ン 10年 20万円 1
4 キャベツ移植機 10 年 20万円 1
5 ハ ー ベ ス タ ― 10 年 要相談 1
6 ディーゼルエンジン 10～15年 要相談 1
7 軽 ト ラ ッ ク 18年 要相談 1
8 エアーコンプレッサー 不明 3,000 円 1
9 土 壌 消 毒 機 5年 ２万円 1
10 管 理 機 10年 ４万円 1こんなときは ここ（届け出先）で こうしましょう

被保険者の資格等に関する届出

20 歳になったとき

第１号被保険者→町
日本年金機構から封書が届いたら役場に
資格取得届出書を提出する。

第３号被保険者→配偶者の勤務先
会社員などに扶養されている配偶者は、
第３号被保険者資格取得届を提出する。

60 歳になる前に会社を退
職したとき

町
国民年金に加入の手続きをする（被扶養
配偶者も同じ）

結婚などで配偶者の扶養
になったとき

配偶者の勤務先
第３号被保険者への種別変更の手続き
をする

配偶者の扶養からはずれ
たとき
被保険者の配偶者の収入
が増えたとき

町
第３号被保険者から第１号被保険者への
種別変更の手続きをする

年金手帳をなくしたとき
第１号被保険者→町
第３号被保険者→年金事務所

再交付の手続きをする

第１号被保険者
　自営業・農林漁業者・学
生など第２号・第３号被保
険者以外の人

第１号被保険者の保険料　月額14,980円
保険料の納付期限は。納付対象月の翌月末です
納付期限を経過した場合でも、期限から２年間は納付書で保険料を納めることができます。
納付期限までに納めないと、障害基礎年金や遺族基礎年金が受給できなくなる場合があり
ます。

第２号被保険者
　会社員や公務員など厚生
年金や共済組合に加入して
いる人

第３号被保険者
　厚生年金や共済組合の加入
者に扶養されている配偶者
（サラリーマンの奥さんなど）
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戦車の特別搭乗体験

蘇
陽
南
小
田
植
え
体
験

　

菅
尾・大
野・馬
見
原
の
３
つ
の

小
学
校
が
統
合
さ
れ
、４
月
に
開

校
し
た
蘇
陽
南
小
学
校
。そ
の
５

年
生
20
人
が
５
月
25
日
、田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。馬
見
原
小

学
校
時
代
か
ら
続
く
、馬
見
原

東
部
老
人
ク
ラ
ブ（
古
川
俊
次
会

長
）と
の
交
流
事
業
で
す
。今
回

も
学
校
近
く
の
田
ん
ぼ
５
a
で
、

古
川
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、岩
下
勇
治
校
長
も
児
童
と
一

緒
に
な
っ
て
植
え
ま
す
。田
植
え

綱
を
張
り
、老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、約
１

時
間
で
作
業
は
終
わ
り
ま
し
た
。

棚
田
の

　

生
き
も
の
た
ち
観
察

　

６
月
10
日
、
矢
部
郷
自
然
観

察
会
の
「
棚
田
の
生
き
も
の
観

察
会
」
が
白
糸
地
区
の
棚
田
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
や
そ
の
保
護
者
35
人
が
、
希

少
動
物
の
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
や

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
を
観
察
し

ま
し
た
。
白
糸
地
区
で
は
、
豊

か
な
生
態
系
が
残
り
、
た
く
さ

ん
の
生
き
も
の
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
観
察
会
代
表

の
藤
吉
勇
治
さ
ん
は
「
10
月
に

行
わ
れ
る
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
、

町
内
・
町
外
の
人
に
白
糸
地
区

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
矢
野
原

　

演
習
場
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な

る
大
矢
野
原
演
習
場
フ
ェ
ス
タ

（
陸
上
自
衛
隊
北
熊
本
駐
屯
地
業

務
隊
主
催
）
が
５
月
26
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。会
場
の
大
矢
野
原

演
習
場
廠
舎
前
の
広
場
に
は
、
迫

撃
砲
な
ど
の
装
備
品
展
示
、
野
外

手
術
シ
ス
テ
ム
車
な
ど
の
特
殊

車
両
の
展
示
、
そ
し
て
、
東
日
本

大
震
災
で
の
活
動
を
示
し
た
写

真
展
、さ
ら
に
、戦
車（
74
式
38
ト

ン
）
の
特
別
搭
乗
体
験
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
島
小
学
校
で
は
、
第

８
音
楽
隊
の
演
奏
会
も
開
か
れ
、

「
ふ
る
さ
と
」「
は
ま
べ
の
う
た
」

の
童
謡
な
ど
８
曲
が
披
露
さ
れ
、

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
八
朔
音
頭
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

業
務
隊
で
は
「
装
備
品
だ
け
で

な
く
、
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
活

躍
す
る
特
殊
車
両
や
、
自
衛
隊
の

さ
ま
ざ
ま
な
部
隊
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、

自
衛
隊
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
ほ
し
い
。」
と
こ
の
フ
ェ
ス
タ

の
目
的
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
茶
ま
つ
り

　

新
茶
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
開

催
さ
れ
る
「
新
茶
ま
つ
り
」。第
12

回
と
な
る
今
回
は
５
月
27
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ
た
「
道

の
駅
通
潤
橋
」
に
は
、
新
茶
を
存

分
に
味
わ
お
う
と
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。今
年
も
、
塩

漬
け
に
し
た
桜
と
新
茶
を
使
っ

た
「
桜
茶
が
ゆ
」
が
５
０
０
食
限

定
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

ほ
か
、
矢
部
高
茶
道
部
に
よ
る
野

点
、
釜
炒
り
茶
の
実
演
と
釜
炒

り
・
手
も
み
体
験
、
き
き
茶
大
会

が
あ
り
、
新
茶
を
買
っ
た
方
に
は

福
引
き
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。

明
光
保
育
園

　

こ
ど
も
の
音
楽
会

　

６
月
９
日
、
明
光
保
育
園
（
白

小
野
）
で
こ
ど
も
の
音
楽
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。今
回
招
か
れ
た
の

は
、フ
ル
ー
ト
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ピ
ア
ノ
奏
者
で
構
成
さ
れ
た
室

内
楽
団
「
ゾ
リ
ス
テ
ン
・
ド
ラ
イ

エ
ッ
ク
」。子
ど
も
た
ち
に
本
物

の
音
楽
を
届
け
よ
う
と
、
全
国
各

地
の
保
育
園
・
幼
稚
園
で
年
間

２
０
０
を
超
え
る
公
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。会
場
に
は
園
児
と
そ

の
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の
方
々

が
集
ま
り
ま
し
た
。演
奏
だ
け
で

な
く
歌
あ
り
、
楽
器
紹
介
や
た
の

し
い
お
話
し
あ
り
の
公
演
を
満

喫
し
ま
し
た
。

御
岳
小
田
植
え
体
験

　

６
月
15
日
、
御
岳
小
学
校
の
児

童
55
人
が
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

雨
の
中
、
学
校
前
の
田
約
６
a
に

登
場
し
た
児
童
は
、
水
着
に
特
製

カ
ッ
パ
姿
。張
ら
れ
た
田
植
え
綱

に
合
わ
せ
、
圃
場
の
中
央
か
ら
、

二
手
に
分
か
れ
て
植
え
て
い
き

ま
す
。例
年
の
作
業
で
、
全
員
が

き
れ
い
に
苗
を
植
え
、
見
事
な
作

業
ぶ
り
を
見
せ
ま
し
た
。こ
の
田

植
え
は
、
食
育
の
一
環
と
し
て
学

校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
部
が
協
力
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
は
も
ち

米
で
し
た
が
、
今
年
は
品
種
を

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」に
変
更
、
秋
の
収

穫
後
は
、
お
い
し
い
学
校
給
食
に

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

矢部高茶道部による野点

ゾリステン・ドライエックのみなさん

たくさんの棚田の生きものを観察しました。

郷野原球友会

通潤体協

（男子）中島東部 （女子）中島

雨のなか、がんばって植えました。

スポーツの結果スポーツの結果

●清和地区ナイターソフトボール大会
５月21日～24日
優　勝　　郷 野 原 球 友 会
準優勝　　ビ ク ト リ ― ズ
３　位　　ス ク ラ ン ブ ル
最優秀選手賞　藤本光希選手（郷野原球友会）

●支部体協対抗バスケットボール大会
６月４日～７日
優　勝　通潤体協
準優勝　浜町Ｂ体協
３　位　中南体協A・下西体協

●協会長杯バレーボール大会
６月11日～13日
【男子】
優　勝　中島東部
準優勝　御所
【女子】
優　勝　中島
準優勝　御岳
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2011年貸し出しベスト４発表！

山都町図書館だより

図書館情報
－読書とは「楽しみ」を見つけることです－

声の灯り
ー57号ー

●お問い合わせ
　・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・GW・お盆・年末年始）
　　　　　清和（GW・お盆・年末年始）

6月のおすすめ図書

子育てフェスタにわくわく号が参加しました！

読み語り講習会

絵本カーニバル2012

『悪人』
  吉田　修一
  朝日新聞社　
  分類 913

『ゲゲゲの女房』
  武良　布枝
  ＮＨＫ出版　  分類 913

「七夜物語（上・下）」
 
 川上　弘美
 朝日新聞出版　
 分類 913

※巡回場所での滞在時間は約30分です。天候や道路状況により予定が
　変更になる場合があります。
※本を借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。

わくわく号　7月の運行予定
蘇陽地区
　月　日 　　　　　巡回場所・時間
７月４日（水）　午前10：30～大野地区（西部交流センター）
７月５日（木）　午前11：00～東竹原地区（老人いこいの家前）
 　　　午後０：30～蘇陽総合支所　
７月６日（金）　午前11：30～二瀬本地区（コミュニティセンター）
 　　　午後１：30～花上地区（公民館）　
 　　　午後２：30～菅尾地区（まこと薬局駐車場）

矢部地区
　月　日 　　　巡回場所・時間
7月18日（水） 午前9：45～金内公民館
  午前10：20～光露館
  午前10：55～中西公民館
  午前11：40～島木のお店
  午後１：40～山田　　
  午後２：15～市原
  午後３：00～改善センター
  午後３：45～藤木
7月19日(木) 午前9：45～稲生野
  午前10：20～一の瀬　
  午前11：00～冷水・山本商店
  午前11：35～よってはいよ
  午後1：35～あおぞら
  午後２：20～白糸事務所
  午後３：00～菅・鮎の瀬

清和地区
　月　日 　　　　　巡回場所・時間
7月10日（火）　（午前）清和小→清和中
 　　　（午後）清和総合支所
7月11日（水）　（午前）法蓮寺→花高原→井無田公民館
 　　　（午後）支援ハウス

かわかみ　　ひろ  み

　ある日図書館で「七夜物語」という本を見つけた小学四年生の
「さよ」。「さよ」は同級生の仄田くんと「七夜物語」の不思議な世
界へ迷い込む。大ネズミとの出会い、眠りの世界、両親のこと、こ
どもたち、ちびエンピツ、光と影、そして二人がたどり着くのは？
七つの夜をめぐる冒険の物語です。

１位

2位
『１日１分から
  片づけ＆そうじのきほん』
  澤　智子   日本文芸社　分類 597

3位
『ともしび』
  シュープレス
  小学館　  分類 916

4位

　

昨
年
、
図
書
館
三
館
で
貸
し
出
し
の
多
か
っ
た
人
気
の

本
を
発
表
し
ま
す
。
第
１
位
は
映
画
化
さ
れ
話
題
に
な
っ

た
吉
田
修
一
氏
の
「
悪
人
」
。
２
位
も
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
で
す
。
近
年
は
映
画
化
・
ド
ラ
マ
化

さ
れ
る
小
説
が
多
く
、
問
い
合
わ
せ
も
貸
し
出
し
も
多
い

の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
実
用
書
で
は
「
片
付
け
」
や

「
家
事
」
に
関
す
る
本
が
人
気
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災

後
、
関
連
本
を
多
く
図
書
館
に
所
蔵
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
貸
し
出
し
が
多
か
っ
た
の
は
、
４
位
に
入
っ
た
「
と
も

し
び
」
と
い
う
写
真
集
。
震
災
の
悲
惨
さ
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
も
、
人
を
思
い
や
る
や
さ
し
さ
を
忘
れ
な
か
っ
た

人
々
を
克
明
に
写
し
て
い
ま
す
。

　今年も「絵本カーニバル」を開催します。
テーマは「架け橋」です。
　日替わりワークショップや「絵本探しみっ
け！」など楽しいイベント盛りだくさんです。
詳細はチラシをご覧ください。

期間：７月28日（土）～８月３日（金）
会場：道の駅　清和文楽邑

　５月２７日、千寿苑で行われた「子育てフェスタ」に移動図書館車「わ
くわく号」が参加しました。初めてわくわく号に乗った子ども達は大喜び。
絵本を熱心に読んだり、お気に入りの本を借りていました。おはなしの
部屋コーナーでは親子連れで仲良く絵本を読む姿が見られました。また、
ステージではピエロの会の皆さんによる、「手遊び」や「エプロンシアター」
が行われました。

講師：小宮楠緒氏
日時：７月８日（日）午前１０時～
場所：図書館ホール
参加費無料。先着４０人（７月３日締切）

※事前に、お近くの図書館か教育委員会
　にお申し込みください。

保護者のみなさん、読み語りをされている
方など、興味のある方の参加をお待ちし
ています。

グラウンドゴルフ協会より
　　　　　　寄付を頂きました
　子ども達の充実した読
書活動のために、山都町
グラウンドゴルフ協会か
ら、寄付を頂きました。
　図書館ではこれをもと
に、絵本や児童書を購入
して貸し出します。ありが
とうございました。
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乳　幼　児　検　診
平成 24年５月 18日＝千寿苑

ぼ
く
・
わ
た
し

ぼ
く
・
わ
た
し

　
　

虫
歯
な
か
っ
た
ヨ

　
　

虫
歯
な
か
っ
た
ヨ

４歳児歯科検診４歳児歯科検診

　子どもたちを地域全体で育てようと、町内の
子育て関係団体が協力して開催している「子育
てフェスタ」が、５月２７日に千寿苑で開催さ
れました。多くの子どもたちがお父さん、お母
さん、そして、おじいちゃん、おばあちゃんを
連れて訪れ、盛りだくさんのイベントや特設コー
ナーなどを一日中楽しんでいました。
　オープニングイベントには県のマスコット「く
まモン」が登場。会場は大歓声に包まれ、フラッ
シュの嵐。くまモンは、子どもたちとくまモン
体操を踊ったあと、記念撮影に応じていました。
　その後、図書館お楽しみ会、役場健康福祉課
職員と保育園職員による劇が披露され、有志に
よるダンスでは、この日のために練習を重ねて
きた２０人のメンバーが素晴らしい踊りを見せ
ました。
　午後には、ニュースポーツのコーナーや、使
用しなくなった子供服などが並ぶフリーマー
ケット、消防署職員によるもしもの時の応急手
当実演など、みんなを笑顔にするための催しが
たくさん行われました。

～～～～子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育てててててててててフフフフフフフフフフェェェェェェェェススススススススススタタタタタタタタタタタ2222222222000000000011111111112222222222～～～～

笑顔が満開

みんなでくまモン体操

みんなに元気を届けたダンス

もしものために応急手当講座
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▼
や
ま
な
み
の
会

晩
霜
に
見
舞
は
れ
お
茶
の
伸
び
悪
く 

赤
星
た
づ
え

花
吹
雪
浴
び
て
阿
蘇
野
に
遊
び
け
り 

岩
村
ヨ
シ
子

観
音
を
祀
り
桜
を
守
る
里 

天
崎　

信
恵

目
の
手
術
奥
歯
の
治
療
こ
の
次
は
何
の
治
療
か
友
と
語
ら
う

 

田
代　

エ
ミ

異
常
な
し
の
検
診
結
果
報
告
す
遺
影
の
夫
の
笑
顔
に
も
春

 

今
村　

芳
子

白
い
髪
染
め
る
が
如
く
黒
々
と
山
は
野
焼
き
で
若
返
り
お
り

 

本
田
健
二
郎

▼
通
潤
句
会

音
立
て
て
峡
の
一
村
み
ど
り
立
つ 

中
村　

暢
子

新
樹
光
十
方
の
風
招
き
た
り 

菊
池　

成
河

▼
清
和
短
歌
会

人
知
れ
ず
咲
き
て
散
り
ゆ
く
奥
山
に
落
ち
て
紅
な
す
山
椿
か
な

 

大
塚　

叢
司

遠
く
住
む
異
国
の
孫
に
送
ら
む
と
紅
葉
一
ひ
ら
文
に
し
の
ば
す

 

山
本　

フ
サ

春
う
ら
ら
時
を
忘
れ
て
散
歩
せ
し
手
の
中
に
は
伸
び
し
土
筆
あ
り

 

梅
田　

市
子

▼
馬
見
原
酔
山
会

命
日
を
語
り
か
け
つ
つ
新
茶
い
れ 

岩
永　

周
子

薫
風
や
身
の
内
ま
で
も
吹
く
や
う
な 

渡
邊　

勝
子

金
環
食
見
る
足
下
に
紫
蘭
か
な 

岩
永　
　

博

７月の当番医
７月  １日　矢部広域病院（電話72-1121）
７月  ８日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
７月 15日　蘇 陽 病 院（電話83-1122）
７月 22日　髙田整形外科（電話72-1007）
７月 29日　坂本クリニック（電話72-0210）

山都町の人口
〔平成24年５月31日現在〕

男　　8,457人  （－10）
女　   9,031人  （－15）
計　 17,488人  （－25）
世帯   6,725戸    （＋2）
※（　）は前月比
※最高齢は107歳〔女性１人〕
※１月１日～５月31日の出生届数
　35人（うち５月は７人）
※１月１日～５月31日の死亡届数
　141人（うち５月は23人）

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

88

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
集
会
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
集
会
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
26
日
、
矢
部
中
学
校
体
育
館

で
第
17
回
「
５
・
23
差
別
を
な
く
す

山
都
地
区
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
６
９
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
集
会
は
部
落
差
別
を
は

じ
め
、
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
と
な
り
な
が
ら
、
大
人
も
共
に
学

び
合
う
場
で
す
。

　

開
会
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
務
め

た
の
は
、
矢
響
太
鼓
（
や
き
ょ
う
だ

い
こ
）。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
、

力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
で
披
露
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
同
和
保
育
園
の
園
児
、

先
生
、
保
護
者
が
「
ど
ろ
ん
こ
と
た

い
よ
う
」「
つ
ば
め
に
な
っ
て
」「
に
じ
」

を
爽
や
か
に
合
唱
し
ま
し
た
。

　

問
題
提
起
で
は
、
矢
部
同
研
サ
ー

ク
ル
の
堀
本
先
生
が
、
紙
芝
居
を
使

っ
て
「
自
分
の
ふ
る
さ
と
が
す
き
」

こ
の
ほ
か
、
解
放
子
ど
も
会
小
学
部
、

矢
部
小
学
校
4
年
生
、
解
放
子
ど
も

会
中
学
部
・
矢
部
中
学
校
生
徒
会
が

発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
な
か
で
、
中
学
部
の
藤
本
大

珠
く
ん
の
発
表
で
は
、
隣
保
館
・
児

童
館
で
の
聞
き
取
り
、
学
習
を
積
み

重
ね
、
そ
の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
ま
し
た
。
昨
年
、
集
会
に
立
て

な
か
っ
た
自
分
を
見
つ
め
直
し
、「
小

さ
な
取
組
を
大
き
な
自
信
に
か
え
よ

う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
ら

れ
た
と
お
り
に
、
自
信
を
持
っ
て
発

表
、
た
く
さ
ん
の
方
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
ま
し
た
。

【
小
学
生
】

○
「
部
落
が
あ
る
か
ら
差
別
が
あ
る
」
と

い
う
の
が
と
て
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

し
言
っ
た
人
も
許
せ
な
い
で
す
。
わ
た

し
は
「
部
落
の
人
達
は
わ
る
く
な
い
。

差
別
を
す
る
人
が
い
け
な
い
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
」「
女
性
」

○
か
い
ほ
う
こ
ど
も
会
小
学
部
の
人
が
く
わ

し
く
話
し
て
い
た
の
で
、
ど
う
わ
保
育
園

は
楽
し
か
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。「
ど
う
わ
ほ
い
く
え
ん
が

な
く
な
れ
ば
い
い
」
と
い
っ
た
人
が
い
た

と
き
き
ま
し
た
。
さ
べ
つ
を
な
く
す
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
つ
く
ら
れ
た
の
に
ゆ
る

せ
な
い
と
お
も
い
ま
し
た
。「
女
性
」

【
中
学
生
】

○
最
初
の
太
鼓
が
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
で
す
。

す
ご
か
っ
た
で
す
。
同
和
保
育
園
の
み

ん
な
が
歌
う
と
き
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て

い
て
良
い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
解
放

子
ど
も
会
の
発
表
は
大
き
な
声
で
言
っ

て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
も

行
き
た
い
で
す
。「
女
性
」

【
高
校
生
】

○
私
が
中
学
生
の
時
に
初
め
て
こ
の
集
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
日
2
度
目
に

こ
の
集
会
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
発
表
も
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
小
学
生
の
発

表
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
思
い
や
決
意

を
し
っ
か
り
述
べ
て
い
て
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
差
別
を
な
く
す
た
め
に
・・・

一
番
大
切
な
の
は
一
人
で
も
多
く
の
人

が
正
し
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
女
性
」

【
一
般
20
代
】

○
小
学
生
や
中
学
生
の
方
々
が
真
剣
に
差

別
に
つ
い
て
考
え
て
お
ら
れ
、
素
晴
ら

し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
保
育
園
の
頃

か
ら
差
別
や
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
で
必
ず
今
後
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
集
会
を
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。「
男
性
」

○
子
ど
も
達
の
自
主
的
な
感
想
発
表
な
ど
、

自
分
た
ち
の
手
で
差
別
を
な
く
そ
う
と

す
る
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
集
会
を
広
く
広
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
女
性
」

【
一
般
30
代
】

○
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集
会

に
参
加
し
て
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の

方
が
、
差
別
を
な
く
そ
う
と
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
熱
意
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
将

来
、
差
別
の
な
い
、
偏
見
の
な
い
世
の
中

が
く
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
集
会
で
の
取
組
が
明
る
い
将
来
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
女
性
」

○
子
ど
も
た
ち
の
意
見
発
表
は
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も

た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。「
男
性
」

【
一
般
40
代
】

○
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
自
分
の
地
域
や

仲
間
た
ち
に
誇
り
を
持
ち
、
伝
統
や
思

い
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
気
持

ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
大
人

も
日
々
の
忙
し
さ
に
か
ま
け
ず
、
子
ど

も
に
負
け
な
い
強
い
意
志
を
持
っ
た
生

き
方
を
す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。「
女
性
」

○
矢
部
中
学
校
の
藤
本
大
珠
さ
ん
の
発
表
は

と
て
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
反
差
別

に
向
け
て
、
と
も
に
歩
み
、
と
も
に
差
別

を
な
く
し
て
い
く
な
か
ま
は
こ
れ
か
ら

も
っ
と
も
っ
と
で
き
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
部
落
差
別
の
具
体
的
な
一
つ
の
姿
に

出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。「
男
性
」

【
一
般
50
代
】

○
子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
感
動
し
ま
し

た
！
み
ん
な
が
一
生
懸
命
自
分
な
り
に

考
え
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
し
、
た
の
も

し
く
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち

が
、
こ
の
ま
ま
大
き
く
育
っ
て
く
れ
た

ら
差
別
は
無
く
な
っ
て
い
く
の
に
・
・
・

我
々
大
人
た
ち
も
し
っ
か
り
し
な
け
れ

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う・・・・

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う・・・・

第第
1717
回「
５・

回「
５・2323
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集
会
」

差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集
会
」

和
光
教
室
書
道
部
の
八
田
豊
久
さ
ん
（
入
佐
）
作

犬や猫を飼ううえでの３つのマナー
　家族の一員でもある愛犬・愛猫も、マナーを守らなければ周囲に迷惑をかけま
す。飼い主は、最低限のルールを守りましょう。
１　犬は放し飼い禁止・猫は周囲に迷惑のかからないように
　犬の放し飼いは、人に危害を加える恐れがあり、危険です。また、保健所に捕獲され、処分
されることもあります。鎖で繋ぎ囲いの中に入れ、逃げないようにしてください。
　また、猫も家の中で飼うなど周囲に迷惑のかからないような配慮をお願いします。
２　捨て犬・捨て猫　禁止
　飼い主の身勝手のために捨てられた犬や猫の保護が多くなっており大
変困っています。最後まで責任を持って飼うことは飼い主の義務です。
３　フンの放置禁止
　フンの後始末は飼い主の責任です。そのままにしておくことは悪臭や
害虫の発生のもととなり大変不衛生ですし、また、地域住民とのトラブ
ルにもなりかねません。飼い犬・飼い猫が敷地外で排出したフンについ
ても必ず飼い主が処理を行ってください。
問い合わせ先　役場　住民環境課　環境衛生係７２－０７６７

　2009 年の部分日食のときもそ
うでしたが、今回の金環日食観
測会も、清和高原天文台の上空
は曇り空。しかし、あきらめず
待っていると、2009 年同様、雲
の切れ間からもったいぶるよう
にその姿を見せてくれました。
　次に日本で金環日食が見られ
るのは、18 年後、2030 年の北海
道だそうです。Ⓕ

ば
な
ら
な
い
で
す
。「
男
性
」

○
保
育
園
・
解
放
子
ど
も
会
・
小
学
生
・

中
学
生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
と
て
も

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
今
す
べ
て
に
自

信
が
な
く
、
現
実
か
ら
逃
げ
た
い
と
思

い
悩
ん
で
い
る
毎
日
で
し
た
が
、
今
日

み
ん
な
の
発
表
を
聞
い
て
（
特
に
中
学

部
の
藤
本
君
の
言
葉
）
も
う
一
度
頑
張

ら
な
け
れ
ば
！
と
思
い
ま
し
た
。
涙
が

こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。「
女
性
」

【
一
般
60
代
】

○
開
会
前
の
太
鼓
演
奏
は
、
気
分
を
高
め

て
良
か
っ
た
。
発
表
は
、
ど
れ
も
内
容

が
高
く
、
心
に
残
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
方
の
努
力
が
伝
わ
っ
て
、
気
持

ち
よ
い
時
間
が
過
ご
せ
た
。「
男
性
」

○
年
々
、
内
容
が
充
実
し
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
特
に
す
ば
ら
し
か
っ

た
。
特
に
矢
部
小
４
年
の
発
表
に
は
感

動
し
涙
が
出
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
、

生
き
方
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
ん
だ
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。
そ
の
他
声
の
聞
き

取
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
、

は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と
を
指
導
し
て
下

さ
い
。
藤
本
く
ん
の
成
長
も
す
ば
ら
し

か
っ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。「
女
性
」

【
一
般
70
代
】

○
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
一
日
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
作
文
は
よ
く
書
き

こ
ん
で
い
て
感
心
し
ま
し
た
が
聞
き
取

る
側
は
充
分
に
受
け
取
り
に
く
い
の
で
、

だ
い
じ
な
と
こ
ろ
だ
け
で
も
プ
リ
ン
ト

し
て
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。
矢
部
小
４
年
の
「
た
か
ら
」

も
要
点
が
ほ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ

う
な
会
が
ず
っ
と
続
き
広
が
っ
て
い
き

ま
す
よ
う
に
「
女
性
」

○
同
研
の
問
題
提
起
は
子
ど
も
に
わ
か
り
や

す
く
、
と
て
も
大
事
な
内
容
で
す
ご
く
よ

か
っ
た
。
子
ど
も
会
の
紙
芝
居
は
子
ど
も

た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
働
い
て
い
る
様
子

が
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
明

る
く
、
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
矢
部
小

４
年
生
の
発
表
は
、
大
事
な
内
容
ば
か
り

で
す
ば
ら
し
か
っ
た
よ
。
子
ど
も
会
中
学

部
の
「
小
さ
な
取
組
を
大
き
な
自
信
に
」

は
と
て
も
い
い
で
す
ね
。「
男
性
」

「そんなまちを」を合唱する参加者
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広報やまと 6No.88 月号

あの雲の向こうに
　５月21日、清和高原天文台で行われた金環日食
の観測会。しかし、当日の天文台上空は曇り空。
　　　　次回、熊本での観測は約300年後という、
　　　　　　奇跡の瞬間は見ることができたので
　　　　　　　 しょうか？（５ページに関連記事）

春の叙勲春の叙勲 　長年にわたって各分野の進展に尽力、
その功績が認められて平成 24 年春の叙
勲を受章したお二人を紹介します。

　1967（昭和 42）年、矢部町消防団に入団。部長、
分団長などを経て、94 年矢部町消防団長に就任。
98 年に退団するまで 31 年間にわたり、旧矢部町
の地域防災と災害対応に尽力しました。
　88（昭和 63）年５月に起きた集中豪雨災害では、
甚大な被害の出た中島地区や下矢部西部地区での
夜を徹した作業や、多くの災害や火災などで身を
ていして作業を行いました。さらに、団員時代に
ポンプ車操法で、郡大会に３回、県大会に２回出
場。団長時代には、
島木地区女性消防
隊の全国操法大会
出場にも携わりま
した。
　受章にあたり
「先輩、団員や地
域の皆さんの協
力、そして家族の
理解があったから
こそ務めることが
できた。」と感謝
していました。

　1965（昭和 40）
年、愛知県警拝命。
74年熊本県警に移
り、山鹿、水俣な
ど７つの署をまわ
りました。91 年か
ら３年間は旧矢部
署配属となり、清
和駐在所で勤務さ
れました。99 年に
退職するまで、派
出所・交番勤務、
地域をパトロール
す る 110 番 パ ト
カー勤務など、事件事故現場、そして地域住民に
一番近い現場一筋の約 37 年間でした。迅速な初
期捜査活動と、綿密な現場観察を行ってきた田代
さん。強盗事件など事件解決の功績が認められ、
愛知・熊本の両県警から「賞誉」という表彰を受
けるほどのスペシャリストである一方、駐在所勤
務などで住民からの相談を親身になって受ける、
優しく、心熱い警察官でした。

　熊本県乾しいたけ品評会の表彰式が、５月 26 日、
春のしいたけ祭りが行われた熊本県椎茸農業協同
組合で行われました。
　この品評会には、「700g の部」と「大箱の部」
に 155 点の出品があり、シイタケの形状、色艶、
乾燥の良否、品揃えなどが審査されます。
　「700g の部」で、最高賞である農林水産大臣賞に、
大濵静昭さん（郷野原）が選ばれました。
　大濵さんは「良質なものを栽培するために、天
候などにとても気を遣った。受賞の報を聞いたと

きはとてもうれしかった。」と感想を語ってくれま
した。
　また、同じ 700g の部で大庫今朝則さん（仮屋）
が２等賞に、大箱の部で中村栄一さん（塩出迫）
が奨励賞に輝いています。
　この品評
会の上位入
賞者は、７
月に大分県
で開催され
る全国椎茸
品評会に県
代表として
出品されま
す。

瑞宝瑞宝
単光章単光章

瑞宝瑞宝
単光章単光章

消防功労元矢部町消防団団長

山下 正信さん　上寺
警察功労元熊本県警警部補

田代 善弘さん　貫原

大濵静昭さん（左）と夫人の美幸さん

シイタケで農林水産大臣賞シイタケで農林水産大臣賞
大濵  静昭大濵  静昭さんさん


